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◎防府市のワークショップ 

「ワークショップ」は、比較的少人数のグループに分かれて、共同作業を通じ、特定の

課題に対するグループ内の意見交換を行い、その結果をもとに全体の意見として一定の

方向性を見出すための手法です。このことから、特定の課題に対する問題点や市民等の

意見が参加した人同士の間で共有できるなどの効果が期待される手法といえます。 

多様な意見を一定の方向に取りまとめていくにあたっては、中立的な立場で調整する進

行役（ファシリテーター）が必要です。 

《防府市参画及び協働の推進に関する条例第１０条の解説より》 

 

 

ワークショップの事例：みなとワーク（河川港湾課） 

 防災拠点施設として整備予定の『潮彩市場防府』周辺の土地を、ワークショップの手

法を用いて、普段の生活の中でどのように活用すべきかの方向性を検討するために開催。 

 

開催状況  

防府商工会議所に業務委託 

定員：３０人 

延べ参加者数：７０人（１０代～８０代男女 学生・市民活動団体・主婦等） 

 

 第１回 第２回 第３回 第４回 

開催日 
平成 28 年 

5 月 29 日（日） 

平成 28 年 

６月４日（土）

平成 28 年 

６月１１日（土） 

平成 28 年 

６月１9 日（日）

参加人数 １９人 １４人 １９人 １８人 

時間 13：30～15：30 

場所 潮彩市場内 
ルルサス防府２階 

研修室 

ルルサス防府２階 

研修室 
潮彩市場内 

テーマ 

 

内 容 

「潮彩市場周辺を探

索！」 

・ワークショップの主

旨説明、自己紹介 

・潮彩市場周辺探索 

・個人ワーク、グルー

プワーク 

「活用案を考える！」

・前回の振り返り 

・グループワーク、全

体ワーク（共有・意見

出し） 

「活用案を皆で一緒

に考える」 

・前回の振り返り 

・個人ワーク 

・グループワーク、全

体ワーク 

「絵になった『市民み

なと構想案』の前で、

皆で語ろう！」 

・前回の振り返り 

・絵の説明、絵を見な

がら潮彩市場周辺を

探索 

・全体ワーク（絵を見

ながら意見出し） 

・ワークショップの振

り返り 
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募集方法 

 

①市ホームページ・防府市の地域情報サイト（ぶち防府） 

 

②地域無料情報誌（１回） 

 

③チラシ作成 

 配布先：市内各公民館・市役所・商工会議所・潮彩市場防府・天神ピア・観光協会・ 

     うめてらす・ルルサス防府 

 

 

ワークショップの成果 

 

ワークショップで集約した意見をまとめ、主に下記の３点を集約した三田尻地区緑地

整備の要望書を防府市から山口県へ提出した。 

 

①防災拠点としての体験施設 

 防災の教育、発災時の利用を目的とし、防災拠点として整備したスペースにて「防災

体験」の受入れを行う。また、発災時に活躍できるボランティアの育成を行う。 

 

②総合公園 

 市民サービス、家族の憩の場、子どもの遊び場とすることを目的とし、子どもから大

人まで楽しめる総合公園を整備し、アスレチックや各種スポーツが行える場所とする。 

 

③イベントスペース（平地利用） 

 広大な平地（整備予定）を利用して、様々なイベントを実施するスペースとする。 
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